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言
六
年
目
を
迎
え
た
文
化
創
造
学
科
今
年
、
三
月
一
一
日
に
起
こ
っ
た
東
日
本
大
震
災
は
、
巨
大
な
津
波
、
液
状
化
、
そ
し
て
原
発
に
よ
る
放
射
能
汚
染
と
い
く
つ
も
の
被
害
が
重
な
り
、
未
だ
復
興
、
復
旧
の
見
通
し
が
立
た
な
い
。
発
生
直
後
か
ら
八
六
九
年
に
陸
奥
の
国
に
発
生
し
た
貞
観
大
地
震
が
マ
ス
コ
ミ
で
も
話
題
と
な
り
、
そ
の
他
随
筆
、
日
記
に
も
自
然
災
害
が
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
、
古
典
を
学
ぶ
意
義
を
感
じ
る
。
文
化
創
造
学
科
で
は
、
歴
史
か
ら
学
ぶ
力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
、
日
本
文
化
関
係
の
科
目
を
各
コ
ー
ス
の
学
生
が
受
講
し
、
基
礎
教
養
と
し
て
き
た
。
多
く
は
卒
業
後
の
進
路
を
学
部
編
入
に
置
く
意
欲
あ
る
学
生
で
、
自
立
心
や
好
奇
心
が
あ
り
、
人
に
対
す
る
思
い
や
り
が
深
く
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
あ
る
者
で
あ
る
。
学
部
編
入
後
、
学
友
会
会
長
、
学
園
祭
副
委
員
長
な
ど
で
活
躍
す
る
者
、
早
く
も
四
年
の
四
月
に
大
手
銀
行
に
内
定
し
た
と
報
告
に
来
る
者
な
ど
、
二
十
歳
前
後
の
成
長
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
文
化
創
造
学
科
で
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
し
た
学
生
が
成
長
す
る
二
年
間
に
な
る
よ
う
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の
相
談
に
の
り
、
学
力
を
の
ば
す
た
め
の
工
夫
を
日
々
重
ね
た
こ
と
が
、
今
回
の
授
業
改
善
ア
ン
ケ
ー
ト
で
学
生
か
ら
好
評
を
得
る
結
果
と
な
り
、
喜
ば
し
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。
本
学
科
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
「
学
苑
文
化
創
造
学
科
紀
要
」
は
、
本
学
科
の
教
員
が
執
筆
す
る
研
究
教
育
の
活
動
の
成
果
で
あ
る
。
ご
覧
い
た
だ
き
ご
批
評
を
賜
れ
ば
有
難
く
、
ま
た
、
今
後
と
も
、
ご
支
援
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
（
太
田
鈴
子
）
